
　現在、ものづくりの現場で稼働している老朽化した設
備の中には、更新需要はあるが図面やデータもなく再製
作が困難なものが多く存在する。その中には鋳物製品も
多数存在し、「同等の製品を短納期・低コストで供給して
ほしい」というニーズは今後も高まっていくものと予想
される。
　こうした中、非接触式の３次元形状データ測定機が発

達するにつれ、形状を測定し、それをもとに３DCADデー
タを作成する方法が急速に普及している。CADでは作成
しにくいデザインの微妙な変化が織り込まれた製品デー
タや、２D図面しかない製品データを３DCADデータ化
する際にも活用されている。
　当社では、これらの鋳物製品を短納期・低コストで再
現し供給する市場に着目した。

非接触光学式測定機を用いた
リバースエンジニアリング市場の開拓
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　従来、３DCADデータは、顧客の所有する
２D図面をもとに熟練作業者が作成していた。
２D図面がない場合、非接触光学式測定機で、
製品を立体的に撮影し形状を３次元測定し、
このデータをもとに３DCADデータを作成す
る。まず、最適な３DCADデータ作成のワー
クフローを検討し、複雑形状の測定が可能、
モバイル性などを兼ね備えた非接触光学式測
定機一式を導入した。

　次に、導入した測定機を用いて、試験品と実在する鋳
物製品により複雑形状の測定を実施、３次元測定データ
から３DCADデータ化が可能か否か性能検証を行った。

さらに、３DCADデータと現物との差異がないか、測定
機の検査ソフト機能を用いて確認を行った。

非接触光学式測定機の導入と検証作業
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ものづくりにおけるリバースエンジニアリングには、現存する製品などの形状を測
定し３DCADデータ化・製品化するニーズがある。コンパクトな非接触式測定機
を導入し、現場にある各種設備を再現する市場を開拓すべく検証を行い、 ①試作品、
②木型鋳造法から消失模型鋳造法への切り替え、 ③現存設備の交換部品対応の３分
野で市場進出を目指す。

導 入 し た 機 器 一 式

リバースエンジニアリング技術へのニーズ

説明風景 作業者A 作業者B

作業者AとBの撮影結果誤差（カラーマップと寸法ラベルで表示）

リバースエンジニアリング部門で売上高３億円を目指す

リバースエンジニアリング技術の有効性を確認

　今回のリバースエンジニアリング技術は、高精度測定、
複雑形状物の測定、機材がコンパクト・軽量という主と
して３つのメリットがある。　
　これを生かし、①試作品、②木型鋳造法から消失模型鋳
造法への切り替え、③現存設備の交換部品の３部門を
ターゲットに新規市場の拡大が期待できる。
　特に、木型メーカーが年々増加する木型の保管に難儀

し、経年劣化や破損も課題となる中、消失模型鋳造法へ
の切り替えは需要が見込める。
　また、図面やデータのない老朽設備は再現が困難だが、
リバースエンジニアリング技術の需要が見込め、既存
ユーザーや展示会などを通じ、５年後には120件の取引
を目指す。

　新規に導入した非接触光学式測定機を用いた試験によ
ると、モバイル性、測定機の検査ソフト、３DCADデータ
作成、測定者の技術などは成果目標をクリアした。具体
的には、撮影データと３DCADデータの差異は±0.5mm
以内だった。異なる測定者との撮影データの照合の差異
は±0.1mm以内と問題なく有効であることが証明でき
た。複雑な形状の測定は、影になる部分については完璧
とは言えないが、作業性は向上した。
　一方、３DCAD作業についての検証では、同じ作業
データから３DCADデータを複数作製し照合検証した結
果、誤差は±0.3mm以内。同一撮影データから複数の作
業者が３DCADデータを製作し照合検証では誤差±
0.3mm以内をクリア。模型製作工程で使用可能であるこ
とも証明できた。
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